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12月4日（月）から10日（日）までは「人権週間」です
　昭和23年（1948年）12月10日、第３回国連総会で「世界人権宣言」が採択され、日本では、翌年
からこの日を最終日におき「人権週間」としています。
　人権展・人権講演会など、啓発活動を展開し、人権尊重思想の普及高揚を呼びかけています。

　「きりひらこう！人権と共生の世紀」をスローガンに、2017年度「いのち・愛・人権」阿賀野展
が開催されます。差別を見抜く力を養い人権の尊さを学ぶことのできる貴重な機会です。ご都合が
つきましたら、ぜひ足をお運びください。

■パネル展示の期間と会場

　期間：平成29年11月29日（水）〜12月５日（火）
　　　　　午前９時〜午後５時
　　　　（注）初日は午後１時から、
　　　　　　　　最終日は午後１時まで
　場所：阿賀野市ふれあい会館
　　　　　（阿賀野市山崎77番地）

　※パネル展示、記念講演会ともに無料

■記念講演会

　期間：平成29年11月29日（水）
　　　　　午後３時〜午後４時50分
　場所：阿賀野市ふれあい会館　多目的ホール
　　　　　（阿賀野市山崎77番地）
　演題：日本の人権政策を考える
　　　　　部落差別解消推進法などの
　　　　　　　　　　近年の立法の意義
　講師：敬和学園大学　准教授　藤本晃嗣 氏
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後期高齢者医療制度に関する問い合わせ先　　住民福祉課福祉保険班　TEL６４−１４７１

「かかりつけ医」を持ちましょう

　「かかりつけ医」とは、病歴や健康状態などを把握して健康管理全般のアドバイスをしてく

れるお医者さんのことです。

　日常的な診療や健康管理は、かかりつけのお医者さんに相談しましょう。

　普段から健康状態を診てもらい、高度な治療や精密検査が必要であるとお医者さんが判断し

た場合には、紹介状を書いてもらい、専門の大きな病院を受診するようにしましょう。

お医者さんの指示は守りましょう

　ご自身の判断で処方された薬を飲まなかったり、薬の量を加減したりするのはやめましょ

う。薬が余っているときは、お医者さんや薬剤師さんに相談しましょう。

　第３次広域計画（案）について、パブリックコメントを実施しますので、みなさんのご意見を

お寄せください。

　広域計画は、後期高齢者医療制度の運営を適切かつ円滑に行なうため、広域連合及び市町村

が行なう事務に関して作成するもので、現在の広域計画の期間が今年度で終了となるため、引

き続き第３次広域計画を作成するものです。

◆意見の募集期間　　11月20日（月）から12月15日（金）（必着）まで

◆資料の入手方法　　①11月20日（月）から役場住民福祉課で閲覧・配付します。

　　　　　　　　　　②広域連合ホームページ（http://www.niigata-kouiki.jp）

◆意見の提出方法　　次のいずれかの方法で、新潟県後期高齢者医療広域連合まで。

　　　　　　　　　　①郵便（〒950-0965 新潟市中央区新光町4-1 新潟県自治会館本館内）

　　　　　　　　　　②ファックス（025−285−3315）

　　　　　　　　　　③電子メール（jim01@niigata-kouiki.jp)

◆そ　　の　　他　　パブリックコメントの結果の公表は、１月上旬に役場住民福祉課での閲

　　　　　　　　　　覧・配付及び広域連合ホームページで行ないます。

　お医者さんにかかるとき、ちょっとした誤解や思い込みで治療が長引くことがあり

ます。医療機関の受診や、薬局での薬の調剤の際には、以下のことに留意しましょう。

Vol .17 お医者さんの上手なかかり方（その1）、パブリックコメントについて

̶ パブリックコメント ̶　意見募集
新潟県後期高齢者医療広域連合第３次広域計画（案）にご意見を


